
Q＆A 第７章の中から～第七の戒め

１．第七の戒め「姦淫してはならない」という みことばの本質は、何ですか。

第七の戒めは、純潔に対する戒めです。体と心と情緒のすべての汚れを嫌悪

する戒めであり（ヨブ 31:1）、私たち自身と隣人との生活の中で純潔を維持さ

せるためのことです。私たちと隣人との心に純潔を維持させるためには、私た

ちの心と良心に霊的なものを供給し、神を恐れる中で汚れから避れるべきです

（箴 5:20—21；Ⅱコリント 7:1）。ヨセフの場合、主人の妻が続けて誘惑して来

質問 70 第七の戒めは、何ですか。

答えⅠ 第七の戒めは、「姦淫してはならない」です。

質問 71 第七の戒めでは、何が求められていますか。

答えⅠ 第七の戒めは、心と発言と行為において、私たち自身と隣人の純

潔を守ることを求めています。

質問 72 第七の戒めでは、何が禁じられていますか。

答えⅠ 第七の戒めは、すべての不純な思いと言葉と行いを禁じていま

す。



ても拒絶しました。ヨセフは、自分の体と心を汚すことが、神に対する大きな

罪を犯すことだと知っていたからです（創 39:7—9）。

２．どのようにして、私たち自身と隣人の純潔を守れるのでしょうか。

心と発言と行動にあって純潔を守るべきです。私たちの霊魂から一番先に起

こる情欲を抑制させ（箴 4:23）、放縦に導くすべての思想を追いやり（マタイ

5:28）、私たちの心と目が虚しいことに向けられないように神に祈るべきです（詩

119:37）。隣人の純潔を守るためには、清い心を持ち、愛することです（Ⅰペテ

ロ 1:22）。悪い言葉を避け、徳を養うのに役立つ言葉を話して純潔を守るべき

です（エペソ 4:29）。素朴な衣装と着こなしを通して純潔を守ることができま

す。

３．私たち自身と隣人の純潔を、守らなければならない理由は、何ですか。

私たちの体は、神に栄光を帰する道具であり、聖霊の宮だからです（Ⅰコリ

ント 6:19）。また、私たちの体を、神に受け入れられる、聖い、生きた供え物

として捧げるためには、清潔を維持しなければなりません（ロマ 12:1）。私た

ちの情欲はキリストと共に十字架につけられ死に、私たちの体は義の道具とな

ったので、最も清潔に維持すべきです（ロマ 6:13）。私たちの体を清潔に維持

しないのなら、神の怒りを呼び起こすことになるでしょう（Ⅰコリント 6:19）。

私たちが情欲によって自分の体を汚すなら、神は私たちの体を打倒してしまう

でしょう（Ⅰコリント 3:17）。

４．純潔を維持させるために、神が定めた通常の手段は、何ですか。

神は、合法的な婚姻生活を通して純潔を守るようにされました（Ⅰコリント

7:2）。不品行を避けるために、自分の妻と夫を持つようにされました。結婚制

度は、神が人の堕落する以前に制定したものであり（創 2:24）、妻と夫が相互



協力して人類を増加させ、教会に聖なる種を増加させ（マラキ 2:15）、不正な

ことを防ぐためでした（Ⅰコリント 7:2）。

５．姦淫という名の元で 不潔と言えるのは、どのようなものがありますか。

すべての種類の不潔さは、不品行に該当されます（エペソ 5:3）。心と発言と

行為において情欲的な欲望がある状態です。不潔な想像も、ここに当てはまり

ます（マタイ 5:28）。淫らな考えと不潔な想像は、歌と踊りと絵、演劇のよう

なものから影響を受けて起こされます。このようなことは心を汚します。下品

な言葉と対話も、やはり心を汚します（エペソ 5:4）。

６．姦淫罪に該当する行為には どのようなものがありますか。

そばめを置く行為と不法的な離婚、姦淫、姦通などがここに属します。一人

の夫が何人ものそばめを置くのは、神が結婚を制定なさった御心に反すること

です。神は一人の男と、一人の妻を造られたからです（創 2:22）。聖書では、

何人もの妻を持つことを禁じています（レビ記 18:18）。カインの子孫であった

レメクが、そばめをもった初の人物です（創 4:19）。勿論、アブラハムとヤコ

ブとダビデも、そばめを置きました。それは、神から認められたことではない

ので、今日、私たちが真似してはなりません。離婚は神のみことばによると、

姦淫を犯した場合以外には認められません（マタイ 19:8—9；Ⅰコリント 7:14）。

７．姦淫罪の害悪は、何ですか。

姦淫は、女と男との間に不貞を犯したこととして、結婚を汚し壊す行為です。

姦淫罪は、結婚の誓いを破ることで（マラキ 2:14）、該当の当事者みなが罪を

犯すことです（Ⅱサムエル 11:3—4）。つまり、一つの犯罪に二人とも係ること

です（Ⅰコリント 6:16）。それは、家庭を壊すことは勿論のこと、肉と体を消



滅させる致命的な効果をもたらします（箴 5:11）。勿論その罪は、自分の名に

傷と恥辱を与えます（箴 6:33）。姦淫罪は体で犯す罪でもありますが、霊魂に

対する罪です（Ⅰペテロ 2:21）。神はこの罪を憎まれ、ご自身の手によって直

接審判をなさると仰せられますが（へブル 13:4）、実際にソドムとゴモラの地

は、この罪によって神の審判を受けました（エゼキエル 16:49）。

８．姦淫罪に匹敵する 汚れた行為の罪などは、何ですか。

汚れる行為の罪などは、酒に酔うこと（創 19:33）、時間を意図的に浪費する

悪い怠け（伝道 10:17）、食欲をむさぼり自分の腹を拝むことです（ピリピ 3:19）。

このような罪悪は神の形を壊し、すべての誘惑に自分を引き渡すことです（箴

23:29—30）。このような罪を避けるためには、聖なる神が私たちのすべての行為

と言語とを見ておられることを考えて（創 39:9）、私たち自身の心を厳格に調

べることです。聖霊にあって行いながら肉を殺すことです（ロマ 8:13）。神に、

このような誘惑から守ってくださるように、毎日求めることです（詩 119:37）。


